
1．議員のなり手が不足していると聞いてどう感じますか

2．なり手不足の主な原因は何だと思いますか。
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　なり手不足を改善するための条件として、制度面と環境面の両面から多くのご意見をいただきました。

・議員としての活動成果を具体的に周知し、アピールする機会を増やすことが大切。
・仕事と議員活動を両立できる環境整備（オンライン活用、夜間開催など）が重要。
・報酬・手当の引き上げや、定数の見直しを含めた対策が必要。
・議員の活動を日常生活からかけ離れたものに感じさせない工夫が必要。
・女性や若い人が活躍できるよう、町民が考える機会の提供を。

　皆様からいただいた「議員の活動をもっと見える化してほしい」「地域とつながる場を増やしてほしい」という声は、私
たちが今後取り組むべき最優先事項です。議員一人一人がさらなる自己研鑽に取り組み、職責を十分に果たし町の発展
に貢献していきます。議会は、皆様の生活に直結する重要な場です。町政の健全な発展と住民福祉のさらなる向上、そし
て議会の機能強化のため今後も皆さまのご協力をお願いいたします。

議会から町へ要望書を提出
　3月18日、山口議長と議会改革検討委員会の有坂委員長から、町長
あてに議員報酬の見直しを求める「芳賀町議会議員報酬の適正化に
関する要望書」を提出しました。

自由意見には様々な意見が寄せられました。その中からいくつかご紹介します。

誰もが挑戦できる議会へ ―皆様の声から考えるこれからの議会運営―

皆様の声（自由意見から抜粋）
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夜間・休日の会議・仕事を減らす

オンライン会議の導入

研修・講座の充実
（議員の仕事や法律知識を学べる）

子育て、介護支援
（託児サービス・費用負担など）

報酬・手当などの改善

政治活動に関する研修の充実

選挙のサポート

議会の雰囲気改善
（ハラスメント対策など）

立候補しやすい選挙制度の改善

その他

議員のなり手不足に関するアンケート結果報告
芳賀町議会のいま ―アンケート結果から見えた課題―
 芳賀町議会では、議会運営の継続性と多様な住民意見の反映を目指し、町内各種団体および町民の皆さま
を対象にアンケートを実施しました。多くの貴重なご意見をいただき、心から感謝申し上げます。今回の結
果を報告するとともに、これからの議会のあり方について考えていきたいと思います。

　なり手不足の理由は多岐にわたりますが、その中でも「仕事や家庭との両立」が最も多く、地域貢献の意欲
があっても、生活基盤との両立が大きな壁となっている現状が浮き彫りになりました。
　また、議員報酬の低さも挙げられています。議員報酬は30年間実質的な見直しが行われず、生活と両立さ
せるに見合うものとは言えません。多様な人材が立候補をためらうこととなっていることが否めません。

　アンケートの結果、8割を超える方が「なり手不足」に対して危機感や心配を抱いていることが分かりました。
　この結果から、多くの町民が議会の現状を注視し、将来の議会運営に対して不安を感じていることが浮き
彫りとなりました。

仕事や家庭との両立が
難しい・難しそう

時間が拘束される・合わない

議会の雰囲気が不安
（批判・圧力など）

人間関係が大変そう

報酬・手当などが低い

選挙運動が大変

知名度や人脈がない

自分に務まる自信がない

そもそも役割をよく知らない

その他

非常に危機感がある

ある程度心配

あまり気にしていない

初めて聞いた

106件　（29.5％）

216件　（17.9％）

123件　（10.2％）

87件　（7.2％）

124件　（10.3％）

149件　（12.3％）

179件　（14.8％）

109件　（9.0％）

105件　（8.7％）

78件　（6.5％）
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183件　（51.0％）

48件　（13.4％）

22件　（6.1％）
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